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が49名（63.6%）， 中 学 校21名（27.3%）， 中 高
























































6 　保健体育の担当学年 20　 教育実習で苦労したことや上手くいかなかった
こと（授業編）
7 　体育実技の授業スタイル 21　 教育実習で苦労したことや上手くいかなかった
こと（生徒理解）
8 　自分だけで授業を実施した回数 22　 教育実習で苦労したことや上手くいかなかった
こと（人間関係）





















































































（ハードル10名，走り幅跳び 9 名，リレー 4 名，
短距離 2 名，長距離 1 名）その他バレーボー
ル 7 名（9.0％），器械運動（マット運動） 7 名
（9.0％），体力テスト 5 名（6.4％）等の単元が
多くなっている。当然時期が 5 ～ 6 月が多いこ
とから，担当単元は時期によって異なってくる。
（graph 5 参照）その他の項目では，集団行動
1 名，生涯スポーツ 1 名，プール掃除 1 名など
が見られた。
















































































































































































































































































































































































































































































































名の内 2 名と，どちらともいえない17名の内 3








































この 2 つの項目の差についてχ2 検定を行った
結果P<0.01で優位な関連性がみられた。
8 ）その他教育実習に関してどんなことでも
（自由回答）の結果
その他教育実習に関しての自由回答について
主なものを以下に列挙する。
・指導教員でかなり教育実習の楽しさ辛さ大変
さは左右すると教育実習を通して感じた。
・教員の素晴らしさをもっと理解することがで
きた。
・自分自身成長していると感じることができま
した。
・生徒の素直さに不安なこともとれて前向きに
頑張ろうと思えました。
・自分の一人称を変えるのが大変だった。
・先生方の活動や行動を 1 ヶ月間観察し，改め
て本気で教師になりたいと思うことができた
実習となりました。
・どれだけ苦しくても最後の生徒達との別れに
味わうことのできる達成感は何ものにも変え
られません。
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graph15　本気で教師になりたいと思ったか（MA）
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graph16　今年の教員採用試験受験の有無と講師希望
X2　p＜.01
54
・生徒達が目標を持っている限り，下を向かず
学び続ける教師の姿勢が大切であることを学
ぶことが出来ました。
・限られた時間の中でやるべき事が多く大変で
したが，教育現場を感じる事ができてとても
良い経験になりました。
・教育実習に参加し，教師の大変さも学びまし
たが，教師という仕事のやりがいを感じるこ
とができました。
・実際に現場に出でみて大学の授業は大学生を
対象にしたものなので中学生の授業ではあま
り役に立ちませんでした。難しいとは思うが，
中学生や高校生に授業をする機会を作れると
実習に行った時に不安が少なくなると思いま
した。
・自分のことを「先生」と呼ぶのは正しいの
か？と国語科の先生に投げかけられた実習生
がいました。
・生徒との距離感のところで，色々な生徒がい
る中で平等に接するという所が難しかった。
特別学級の生徒が一般的なクラスで共学する
難しさが教師側からの立場で見てとても難し
さを感じた。
・とても充実していて楽しかったし教師になり
たいと感じた。また教育実習に行きたい。
・大学で学んだ事は実際に現場で使える時と，
全く使えないということがあったので，状況
に応じた判断や行動が教育実習の 3 週間でつ
いたと思います。
・一つ一つの授業を作る為にとても多くの時間
がかかり，初めて教師という立場で授業を行
うことの大変さがとても身に染みました。
・お世話になった先生方と共に仕事ができる喜
びを味わい，後輩たちに自分が教わったこと
を自分の口から伝えられることが，こんなに
も幸せなことなのかと，楽しいことなのかと
思った。「指導」することは何をとっても責
任が伴う。責任は重いが，それに見合うだけ
の努力をして，社会に立ちたい。
・自分たちが 3 年生の際にも実習後の感想・ア
ドバイスを聞く機会が欲しかった。みんな指
導案ばかりを問題視していたが採用後は学校
の判断で指導方針が変わるため，指導案を理
由にマイナスイメージが付く発言が多く，教
員という仕事について学ぶべきだと感じた。
・実習を通して，行くまでは不安でいっぱい
だったが終わってから感じた事は，常に楽し
かったということ。一日一日がとても充実し
ていて自分自身の成長を促すことができ，客
観的に自分を見直す機会になったと思う。
・模擬授業の重要性がよくわかった。生徒を1
番に考えること。
・生徒と，指導教員に恵まれ，とても良い実習
になった実習を行わないとわからないこと，
自分に足りないことを明確にすることができ
た
5 ．まとめと課題
これまでも教育実習終了後には，振り返りア
ンケートを実施してきたが，数値によるもので
はなかったため今回のようにgraphとしてまと
めることはなかった。教員免許状の開放性を前
提とした私立大学の教員養成課程では，課程履
修学生が全員教員採用試験を目指し卒業後に教
員を希望するわけではない。本学でも今年度教
員採用試験受験者数は，受験しない実習生を下
回っており，また卒業後の講師希望者も迷って
いる学生を除くと，講師を希望しない学生が多
くなっている。そのような中でも72.6%の実習
55流通経済大学スポーツ健康科学部における教育実習に関する調査報告
生が，本気で教師になりたいと思った （「どち
らかというとなりたい」を含む）ことから，教
育実習の経験・体験は多くのことを実習生に考
えさせるきっかけになっていることがうかがえ
る。
本学でも現在教育実習に送り出す学生の質の
保証について議論を進めている。今後はそれら
の質を客観的に捉え検証する必要がある。また
本学の目指す教師像や目標に対し達成度を確か
める指標作りも今後の課題としてあげられる。
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